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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
醍
醐
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
一
〇
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
橿
原
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
露
口
真
広

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
、
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
、
大
型
店
舗
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
調
査
地
は
耳
成
山

の
南
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
山
の
東
裾
を
迂
回
す
る
米
川
か
ら
南
に
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
位
置
に

あ
る
。
右
京

一
条

一
坊
東
北
坪

の
宅
地
部
分
に
相
当
し
、
北
は

横
大
路
、
東
は
朱
雀
大
路
の
北

延
長
部
と
い
う
二
本
の
幹
線
道

路
に
面
し
た
重
要
地
点
で
あ
る
。

隣
接
す
る
西
北
坪
内
で
は
、
和

弟

同
開
珠
や
富
本
銭
、
鍛
冶

・
鋳

桜

造
関
連
遺
物
な
ど
が
出
土
し
て

い
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『藤
原
京
右
京
一
条
一
坊
発
掘
調
査
報
告
』

一
九
九
七
年
）。

調
査
は
南
北
五
〇
ｍ
東
西
四
〇
ｍ
の
北
調
査
区
、
南
北
八
ｍ
東
西
二
三
ｍ
の

南
調
査
区
を
設
定
し
て
実
施
し
た
。
南
調
査
区
は
西

一
坊
坊
間
路
の
検
出
に
主

眼
を
置
い
た
調
査
区
で
、
道
路
側
溝
の
可
能
性
が
あ
る
南
北
溝
二
条

（溝
心
々

間
距
離
五
じ

を
検
出
し
た
。

北
調
査
区
で
は
中
世
以
降
の
耕
作
溝
、
藤
原
京
期
の
掘
立
柱
建
物

一
三
棟
、

井
戸
六
基
、
土
坑

一
一
基
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
遺
構
二
基
、
斜
行
溝
、
落
ち

込
み
、
弥
生
時
代
後
期
の
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
掘
立
柱
建
物
は
調
査
区
の

北
五
分
の
三
に
分
布
す
る
北
群
と
、
南
五
分
の
一
に
認
め
ら
れ
る
南
群
と
に
分

類
で
き
、
両
建
物
群
の
間
に
は
簡
易
な
開
塞
施
設
と
し
て
一
本
柱
塀
が
通
る
。

北
群
の
建
物

一
〇
棟
に
は
建
て
替
え
が
認
め
ら
れ
る
。
柱
穴

・
ピ

ッ
ト
の
類
は

北
群

一
帯
に
多
数
分
布
し
て
お
り
、
小
規
模
建
物
が
密
集
し
た
状
況
が
う
か
が

え
る
。

木
街
は
井
戸
三
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
井
戸
二
は
北
群
に
属
し
、
直
径
二

・

八
ｍ
深
さ

一
・
三
ｍ
を
測
る
。
法
面
に
は
井
戸
枠
解
体
に
伴
う
再
掘
削
時
の
崩

落
に
よ
っ
て
生
じ
た
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
が
全
周
に
め
ぐ
る
。
井
戸
内
の
土
層
は
、

井
戸
枠
抜
き
取
り
後
の
埋
め
戻
し
土

（上
層
）
と
、
法
面
下
半
に
薄
く
堆
積
し

た
砂
層

（下
層
）
と
に
分
か
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
上
層
で
占
め
ら
れ
る
。
上
層
か

ら
軒
平
瓦

。
軒
丸
瓦
、
須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
木

簡
は
数
少
な
い
下
層
の
遺
物
で
、
法
面
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
で
出

土
し
て
お
り
、
井
戸
枠
内
に
投
棄
さ
れ
て
い
た
も
の
が
押
し
流
さ
れ
た
か
、
埋



め
戻
し
時
に
混
入
し
た
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
以
外
の
出
土
遺
物
は
、
須
恵
器

・
土
師
器
、
瓦
、
土
馬
、
斎
串
、
井
戸

枠
な
ど
で
あ
る
。
隣
接
す
る
西
北
坪
内
で
顕
著
だ
っ
た
鍛
冶

。
鋳
造
関
係
遺
物

は
全
く
出
土
し
な
か
っ
た
。
坪
ご
と
に
性
格
の
異
な
る
施
設
が
分
布
す
る
地
域

と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
＜
口
日
日
日
日
日
日
川
日
日
日
□
」

ｏ
「
ノく＼御
哺
司

料
醜
妍
井
エハ
斗
」
　
　
　
　
　
　
Ｐｏｏ
×
牌ω
×
卜　
〇∞∞

上
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
荷
札
木
簡
。
左
側
面
に

一
部

欠
損
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
る
。
全
体
は
現
状
で
三
片
に
分
離
し
て

い
る
。
表
面
に
は
貢
進
地
名
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、

墨
痕
が
薄
く
釈
読
で
き
な
い
。
裏
面
は
、
上
部
に
二
行
に
わ
た
つ
て
人
名
と
貢

進
物
の
容
量
を
記
し
、
下
部
中
央
行
に
や
や
大
き
め
の
字
で
合
計
量
を
記
す
。

「六
斗
」
は
庸
米
貢
進
荷
札
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
貢
進
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
木
簡
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
。
庸
米
荷
札
で
は
貢
進
者
二
人
が
各
々
三
斗
の

米
を
輸
し
、
合
わ
せ
て
六
半
に
成
俵
す
る
例
が
多
い
が
、
平
城
宮
跡
か
ら
出
土

し
た
庸
米
荷
札
に
は
、
二
人
の
貢
進
者
の
う
ち

一
人
が
三
斗
、　
一
人
が
二
斗
の

米
を
輸
す
も
の
や

（美
濃
国
山
県
郡
。
本
誌
第
五
号
一
①
）、
同

一
郷
の
異
な
る
里

（
コ
ザ
ト
）
か
ら
輸
さ
れ
た
四
斗
五
升
と

一
斗
五
升
の
米
を
合
わ
せ
て
六
斗
と

す
る
も
の

（備
中
国
手
田
郡
。
本
誌
第
七
号

一
口
）
な
ど
が
あ
る
。
本
木
簡
は

一

人
あ
た
り
の
輸
貢
量
が
不
明
だ
が
、
右
行
は
□
斗
五
升
、
左
行
は
残
画
か
ら

一

斗
□
升
か
二
斗
□
升
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
神
首
某
が
四
斗
五
升

も
し
く
は
三
斗
五
升
、
額
田
部
某
が

一
斗
五
升
も
し
く
は
二
斗
五
升
の
米
を
輸

し
、
六
斗
に
成
俵
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
神
首
氏
は
天
平

一
一
年

（七

三
九
）
の
備
中
国
大
税
負
死
亡
人
帳
に
み
え
、
備
中
国
の
荷
札
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
よ
う
。

９
　
関
係
文
献

露
口
真
広

「藤
原
京
右
京

一
条

一
坊
の
調
査
」
（橿
原
市
千
塚
資
料
館

『か
し

は
ら
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
　
七
　
平
成

一
〇
年
度
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
成
果
展
』
、
二
〇

〇
〇
年
）

（
１
１
７
・
９
　
露
口
真
広
、
８
　
竹
内
　
一元

（奈
良
文
化
財
研
究
所
し




